
平成30年度 基本評価（施策評価・事務事業評価）について

計画（Plan） 一次評価・二次評価（Do＆Check）

H30年度
基本評価

【見直しの

ポイント】

政策評価委員会の審議や議会議論等を踏まえ、評価の質の向上を図るため運用を見直し

○ H28 年度から 「政策評価制度の見直しの方向性について」（H28.3）を踏まえて、総合計画の政策体系に沿って評価を実施。
○ H29 年度は、二次評価において施策に力点を置いた評価とするとともに、施策と事務事業の一体的な点検・検証を実施。

H29年度
の課題

○ 事務事業の前年度評価結果への対応状況欄を「施策・事務事業の翌年度に向けた対応方針」と同じ

ページに移動

○ 施策の一次評価における翌年度対応方針欄に、関連する事務事業欄を追加

○ 事務事業の一次評価における翌年度の方向性欄を削除 など

□ 施策評価を通じて、評価対象の事務事業を重点化

□ 上記で選定された事務事業に対してのみ翌年度の方向性を付与

□ 政策評価業務について、総合政策部に一元化

○ 施策・事務事業の前年度末にお

ける二次評価意見への対応状況

欄(Action)を同じページに統合

○ 施策評価と連動し、改善等を要する事務事業を選定。

・ 成果指標の達成度を高めていく必要がある

・ 取組の分析で、さらに取組が必要な事項がある など

○ 二次評価において、課題が認められた施策とその課題に関連する事務事業について、

一体的に二次意見を付与

施策の推進に向け

翌年度の方向性を付与

■ 評価業務の簡素化と実施体制の一元化 ・・・ 簡素で効率的な政策評価の実施とそれにふさわしい実施体制の構築を図るべき

□ 施策評価と事務事業評価の一体的な実施・評価対象の事務事業の重点化

□ 評価調書の簡素化

資料１－１


